
(57)【要約】

【課題】フロン代替冷媒使用の冷凍サイクル装置で用い

られる電動膨張弁等、弁体の駆動に大きい駆動力（推力

）が必要なものでも、電動モータの大出力化によらずに

、弁開閉を適切に行う電動弁を提供すること。

【解決手段】ステッピングモータ４０のロータ径に対す

る雄ねじ部３３、雌ねじ部材３１のねじ有効径の比率、

ねじ有効径に対するねじピッチの比率を各々、ねじ機構

によるトルク－推力変換率が最適値になるよう、設定ね

じ有効径設定係数、ねじピッチ設定係数に従って最適値

に設定する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 動 モ ー タ の 回 転 を 雄 ね じ と 雌 ね じ と の ね じ 係 合 に よ る ね じ 機 構 に よ っ て 直 線 運 動 に 変 換
し 、 弁 開 閉 を 行 う 電 動 弁 に お い て 、
前 記 ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 と ね じ ピ ッ チ が 下 式 を 満 足 す る 値 に 設 定 さ れ て い る 電 動 弁 。
Ｄ ｓ ＝ ｋ ・ Ｄ ｒ
Ｓ ｐ ＝ ｍ ・ Ｄ ｓ
ｋ ＝ ０ ． １ ０ ～ ０ ． ２ ５
ｍ ＝ ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ０
但 し 、 Ｄ ｓ ： ね じ 有 効 径
Ｄ ｒ ： 電 動 モ ー タ の ロ ー タ 径
Ｓ ｐ ： ね じ ピ ッ チ
ｋ ： ね じ 有 効 径 設 定 係 数
ｍ ： ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数
【 請 求 項 ２ 】
電 動 モ ー タ の ロ ー タ 径 Ｄ ｒ が １ ０ ～ ３ ５ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 電 動 弁 、
【 請 求 項 ３ 】
電 動 モ ー タ の 回 転 を 雄 ね じ と 雌 ね じ と の ね じ 係 合 に よ る ね じ 機 構 に よ っ て 直 線 運 動 に 変 換
し 、 弁 開 閉 を 行 う 電 動 弁 に お い て 、
前 記 電 動 モ ー タ の ロ ー タ 径 が １ ０ ～ ３ ５ ｍ ｍ 、 前 記 ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 が ２ ． ５ ～ ６ ．
０ ｍ ｍ 、 ね じ ピ ッ チ が ０ ． ３ ５ ～ ０ ． ６ ０ ｍ ｍ で あ る 電 動 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
Ｒ ４ １ ０ 、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン 代 替 冷 媒 を 使 用 す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 で あ る 請
求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 記 載 の 電 動 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 電 動 弁 に 関 し 、 特 に 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 等 と し て 使 用 さ れ る 電
動 弁 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 と し て 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ 等 の 電 動 モ ー タ の 回 転 を 雄 ね
じ と 雌 ね じ と の ね じ 係 合 に よ る ね じ 機 構 に よ っ て 直 線 運 動 に 変 換 し 、 弁 開 閉 を 行 う 電 動 式
の も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ４ － ６ ８ ５ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ － １ ８ ２ ６ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ６ ５ ７ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ４ ６ ２ ２ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 自 然 環 境 に 与 え る 影 響 を 考 慮 し 、 空 気 調 和 装 置 等 の で 使 用 す る 冷 媒 と し て 、 従 来 の
Ｒ ２ ２ 等 の フ ロ ン 冷 媒 に 代 え て 、 Ｒ ４ １ ０ 、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン 代 替 冷 媒 が 使 用 さ れ つ つ あ
る 。 こ れ ら フ ロ ン 代 替 冷 媒 を 使 用 し た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 超 臨 界 域 で の 使 用 に よ り 、 Ｒ
２ ２ 等 の フ ロ ン 冷 媒 に よ る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に 比 し て 高 圧 側 の 圧 力 が 高 く 、 膨 張 弁 の 弁 体
に 大 き い 差 圧 が 作 用 す る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 、 フ ロ ン 代 替 冷 媒 使 用 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で は 、 フ ロ ン 冷 媒 に よ る も の に 比 し て
膨 張 弁 の 弁 体 の 駆 動 （ 弁 開 閉 ） に 大 き い 駆 動 力 が 必 要 な る 。 従 来 の 電 動 膨 張 弁 で は 、 弁 開
閉 の た め の 必 要 駆 動 力 の 増 大 に 伴 い 、 大 出 力 の 電 動 モ ー タ の 必 要 に な り 、 電 動 膨 張 弁 が 大
型 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 上 述 の 如 き 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 フ ロ ン 代 替 冷 媒 使 用 の
冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で 用 い ら れ る 電 動 膨 張 弁 等 、 弁 体 の 駆 動 に 大 き い 駆 動 力 （ 推 力 ） が 必 要
な も の で も 、 電 動 モ ー タ の 大 出 力 化 に よ ら ず に 、 弁 開 閉 を 適 切 に 行 う 電 動 弁 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 は 、 電 動 モ ー タ の 回 転 を 雄 ね じ と 雌
ね じ と の ね じ 係 合 に よ る ね じ 機 構 に よ っ て 直 線 運 動 に 変 換 し 、 弁 開 閉 を 行 う 電 動 弁 に お い
て 、 前 記 ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 と ね じ ピ ッ チ が 下 式 を 満 足 す る 値 に 設 定 さ れ て い る 。
Ｄ ｓ ＝ ｋ ・ Ｄ ｒ
Ｓ ｐ ＝ ｍ ・ Ｄ ｓ
ｋ ＝ ０ ． １ ０ ～ ０ ． ２ ５
ｍ ＝ ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ０
但 し 、 Ｄ ｓ ： ね じ 有 効 径
Ｄ ｒ ： 電 動 モ ー タ の ロ ー タ 径
Ｓ ｐ ： ね じ ピ ッ チ
ｋ ： ね じ 有 効 径 設 定 係 数
ｍ ： ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 に よ れ ば 、 ロ ー タ 径 に 対 す る ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 の 比 率 、 ね じ 有
効 径 に 対 す る ね じ ピ ッ チ の 比 率 が 、 ね じ 機 構 に よ る ト ル ク － 推 力 変 換 率 が 最 適 値 に な る よ
う 、 設 定 ね じ 有 効 径 設 定 係 数 、 ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数 に 従 っ て 最 適 値 に 設 定 さ れ 、 Ｒ ４ １ ０
、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン 代 替 冷 媒 を 使 用 す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 等 で 、 弁 開 閉 に 必
要 な 推 力 が 、 モ ー タ 出 力 を 増 加 す る こ と な く 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 用 的 な 電 動 弁 は 、 電 動 モ ー タ の ロ ー タ 径 Ｄ ｒ が １ ０ ～ ３ ５ ｍ ｍ 程 度 の 小 型 の も の で あ り
、 ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 が ２ ． ５ ～ ６ ． ０ ｍ ｍ 、 ね じ ピ ッ チ が ０ ． ３ ５ ～ ０ ． ６ ０ ｍ ｍ 程
度 も の に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 添 付 の 図 を 参 照 し て こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
電 動 弁 は 弁 ハ ウ ジ ン グ （ 本 体 ） １ ０ を 有 し て い る 。 弁 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 内 部 に 弁 室 １ １
を 画 定 し て い る 。 弁 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に は 、 弁 室 １ １ に 直 接 連 通 す る 第 １ の 管 継 手 １ ２ と 、
弁 ポ ー ト １ ３ を 画 定 す る 弁 座 部 材 １ ４ と 、 弁 ポ ー ト １ ３ を 介 し て 弁 室 １ １ に 連 通 す る 第 ２
の 管 継 手 １ ５ と が 、 各 々 溶 接 、 ろ う 付 け 等 に よ っ て 固 定 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
弁 室 １ １ に は 弁 体 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 弁 体 １ ６ は 、 弁 座 部 材 １ ４ に 対 す る 軸 線 方 向 （
上 下 方 向 ） 移 動 に よ っ て 弁 ポ ー ト １ ３ の 開 閉 お よ び 実 効 開 口 面 積 を 定 量 的 に 増 減 す る ニ ー
ド ル 弁 部 １ ７ を 有 し 、 基 部 を 円 筒 状 の 弁 ホ ル ダ １ ８ の 一 端 部 （ 下 端 ） に 溶 接 等 に よ っ て 固
着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
弁 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に は 取 付 具 １ ９ に よ っ て 円 筒 部 材 ３ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 円 筒 部 材 ３ ０
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の ガ イ ド 筒 部 ３ ０ Ａ に は 弁 ホ ル ダ １ ８ が 軸 線 方 向 （ 弁 開 閉 方 向 ） に 移 動 可 能 に 嵌 合 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
弁 ホ ル ダ １ ８ に は 、 高 滑 性 表 面 の ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ２ ６ を 挟 ん で 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
４ ０ の ロ ー タ 軸 ４ １ の 下 端 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ２ ５ が 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
弁 ホ ル ダ １ ８ の 下 端 は 弁 体 １ ６ に よ っ て 閉 じ ら れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ５ は 弁 ホ ル ダ １ ８
内 の 上 側 に あ り 、 弁 ホ ル ダ １ ８ 内 に は フ ラ ン ジ 部 ２ ５ に 係 合 す る ば ね 受 け 部 材 ２ ８ と 弁 体
１ ６ と の 間 に 圧 縮 コ イ ル ば ね ２ ９ が 所 定 の 予 荷 重 を 与 え ら れ た 状 態 で 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 構 造 に よ り 、 ロ ー タ 軸 ４ １ は 、 ば ね 受 け 部 材 ２ ８ 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ２ ９ 、 弁 体 １ ６ と
弁 ホ ル ダ １ ８ と の 連 結 体 に 対 し て 低 摩 擦 抵 抗 で 回 転 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
円 筒 部 材 ３ ０ に は 中 央 部 に 雌 ね じ 孔 ３ ２ を 貫 通 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 材 ３ １ が 固 定 さ れ て い
る 。 雌 ね じ 部 材 ３ １ は 、 焼 結 金 属 、 固 体 潤 滑 材 入 り の 焼 結 金 属 、 含 油 焼 結 金 属 、 あ る い は
合 成 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 、 カ ー ボ ン 、 グ ラ フ ァ イ ト 等 の 潤 滑 性 が よ い 機 能 性 充 填 剤 を 充 填 さ
れ た Ｐ Ｐ Ｓ 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 等 に 構 成 さ れ て い る 。 そ の 他 、 必 要 に 応 じ て 、 雌 ね じ 面 （ 雌
ね じ 孔 ３ ２ ） に 、 潤 滑 め っ き 、 フ ッ 素 樹 脂 入 り 潤 滑 め っ き 、 フ ッ 素 樹 脂 入 り コ ー テ ィ ン グ
処 理 、 窒 化 皮 膜 処 理 を 施 さ れ 、 低 摩 擦 抵 抗 化 を 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ロ ー タ 軸 ４ １ に は 弁 ホ ル ダ １ ８ の 外 径 よ り 充 分 小 径 の 雄 ね じ 部 ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 雄
ね じ 部 ３ ３ は 雌 ね じ 孔 ３ ２ を ね じ 係 合 状 態 で 貫 通 し て い る 。 雄 ね じ 部 ３ ３ を 含 む ロ ー タ 軸
４ １ は 、 焼 結 金 属 、 固 体 潤 滑 材 入 り の 焼 結 金 属 、 含 油 焼 結 金 属 、 あ る い は 合 成 樹 脂 、 フ ッ
素 樹 脂 、 カ ー ボ ン 、 グ ラ フ ァ イ ト 等 の 潤 滑 性 が よ い 機 能 性 充 填 剤 を 充 填 さ れ た Ｐ Ｐ Ｓ 樹 脂
等 の 合 成 樹 脂 等 に 構 成 さ れ て い る 。 そ の 他 、 必 要 に 応 じ て 、 雄 ね じ 面 に 、 潤 滑 め っ き 、 フ
ッ 素 樹 脂 入 り 潤 滑 め っ き 、 フ ッ 素 樹 脂 入 り コ ー テ ィ ン グ 処 理 、 窒 化 皮 膜 処 理 を 施 さ れ 、 低
摩 擦 抵 抗 化 を 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ロ ー タ 軸 ４ １ は 、 自 身 の 中 心 軸 線 周 り に 回 転 す る こ と に よ り 、 雄 ね じ 部 ３ ３ と 雌 ね じ 孔 ３
２ と の ね じ 係 合 に よ っ て 回 転 し つ つ 軸 線 方 向 （ 弁 開 閉 方 向 ） に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ロ ー タ 軸 ４ １ は ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ４ ０ の ロ ー タ ４ ３ と 固 定 連 結 さ れ て い る 。 ロ ー タ ４ ３
の 外 周 部 ４ ３ Ａ は 、 フ ェ ラ イ ト 焼 結 品 、 希 土 類 の 焼 結 磁 石 、 或 い は プ ラ ス チ ッ ク マ グ ネ ッ
ト 等 に よ り 構 成 さ れ た Ｎ 極 Ｓ 極 交 互 の 多 極 の 永 久 磁 石 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
弁 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 上 部 に は カ ッ プ 形 状 の ロ ー タ ケ ー ス ４ ４ が 気 密 に 固 定 さ れ て い る 。 ロ
ー タ ケ ー ス ４ ４ は 内 側 に ロ ー タ ４ ３ を 同 心 状 態 で 回 転 可 能 に 収 容 し て い る 。 ロ ー タ ケ ー ス
４ ４ の 外 側 に は 円 環 形 状 の ス テ ー タ エ レ メ ン ト ４ ５ が 固 定 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ー タ エ レ メ ン ト ４ ５ は 、 上 下 ２ 段 に ス テ ー タ コ イ ル ４ ６ を 有 し 、 全 体 を 電 気 絶 縁 性 樹
脂 ４ ７ に よ り モ ー ル ド さ れ 、 内 周 部 全 体 に 複 数 個 の 磁 極 歯 （ 図 示 省 略 ） を 等 間 隔 に 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス テ ー タ エ レ メ ン ト ４ ５ に 駆 動 パ ル ス 信 号 が 与 え ら れ る こ と に よ り 、 パ ル ス 数 に 応 じ て ロ
ー タ ４ ３ が 回 転 し 、 こ れ に 伴 い ロ ー タ 軸 ４ １ が 回 転 し 、 ロ ー タ 軸 ４ １ の 雄 ね じ 部 ３ ３ と 固
定 配 置 の 雌 ね じ 部 材 ３ １ と の ね じ 係 合 関 係 に よ っ て ロ ー タ 軸 ４ １ が 回 転 し つ つ 軸 線 方 向 に
移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 弁 ホ ル ダ １ ８ お よ び 弁 体 １ ６ が 上 下 移 動 し 、 弁 開 閉 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
弁 開 閉 の 推 力 Ｆ は 下 式 に よ り 表 さ れ る 。
Ｆ ＝ ２ Ｔ ／ （ Ｄ ｓ ・ ｔ ａ ｎ （ α ＋ ρ ） ）
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Ｔ は ト ル ク 、 Ｄ ｓ は 雄 ね じ 部 ３ ３ と 雌 ね じ 孔 ３ ２ の ね じ 有 効 径 、 α は リ ー ド 角 、 ρ は 摩 擦
角 （ ｄ ｅ ｇ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 数 式 よ り ト ル ク Ｔ が 一 定 で あ る と 、 ね じ 有 効 径 Ｄ ｓ が 小 さ い 方 が 推 力 Ｆ が 増 大 す る 。
Ｒ ４ １ ０ 、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン 代 替 冷 媒 を 使 用 す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 で は 、 弁
開 閉 に 必 要 な 推 力 Ｆ は 、 最 低 で も ９ ０ ０ ｇ ｆ 程 度 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ４ ０ の ロ ー タ 径 Ｄ ｒ は ト ル ク Ｔ と 相 関 性 が あ り 、 ロ ー タ 径 Ｄ ｒ が 大 き
く な る と 、 ト ル ク Ｔ が 大 き く な る 傾 向 が あ る 。 こ の こ と か ら 、 ロ ー タ 径 Ｄ ｒ に 関 連 し て 雄
ね じ 部 ３ ３ と 雌 ね じ 孔 ３ ２ の ね じ 有 効 径 Ｄ ｓ 、 ピ ッ チ Ｓ ｐ が 下 式 を 満 足 す る 値 に 設 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｄ ｓ ＝ ｋ ・ Ｄ ｒ
Ｓ ｐ ＝ ｍ ・ Ｄ ｓ
ｋ ＝ ０ ． １ ０ ～ ０ ． ２ ５
ｍ ＝ ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ０
但 し 、 ｋ ： ね じ 有 効 径 設 定 係 数 、 ｍ ： ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ね じ 有 効 径 設 定 係 数 ｋ が ０ ． １ ０ 未 満 で あ る と 、 雄 ね じ 部 ３ ３ の 外 径 が 細 く な り 、 雄 ね じ
部 ３ ３ の 強 度 不 足 を 生 じ る 。 こ れ に 対 し 、 有 効 径 設 定 係 数 ｋ が ０ ． ２ ５ を 超 え た 値 で あ る
と 、 良 好 な ね じ 効 率 が 得 ら れ な く な り 、 必 要 な ト ル ク － 推 力 変 換 効 率 が 得 ら れ ず 、 弁 開 閉
に 必 要 な 推 力 Ｆ を 得 る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数 ｍ が ０ ． １ ０ 未 満 で あ る と 、 ね じ 加 工 が 困 難 に な る 。 こ れ に 対
し 、 ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数 ｍ が ０ ． ２ ５ を 超 え た 値 で あ る と 、 良 好 な ね じ 効 率 が 得 ら れ な く
な り 、 必 要 な ト ル ク － 推 力 変 換 効 率 が 得 ら れ ず 、 弁 開 閉 に 必 要 な 推 力 Ｆ を 得 る こ と が で き
な く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ４ ０ の ロ ー タ 径 Ｄ ｒ が １ ０ ～ ３ ５ ｍ ｍ で あ る と 、 ね じ 有 効 径 Ｄ ｓ は ２
． ５ ～ ６ ． ０ ｍ ｍ 程 度 、 ね じ ピ ッ チ Ｓ ｐ は ０ ． ３ ５ ～ ０ ． ６ ０ ｍ ｍ に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ こ で 、 ロ ー タ 径 Ｄ ｒ が １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る と 、 ロ ー タ ４ ３ が 小 径 に な り す ぎ 、 製 造 、 組
み 付 け が 困 難 に な る 。 こ れ に 対 し 、 ロ ー タ 径 Ｄ ｒ が ３ ５ ｍ ｍ を 超 え た 値 で あ る と 、 ス テ ッ
ピ ン グ モ ー タ 、 弁 装 置 が 大 き く な り 、 特 に 、 車 載 用 の 空 調 装 置 部 品 と し て 、 不 適 切 に な る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 述 し た よ う に 、 ロ ー タ 径 Ｄ ｒ に 対 す る ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 Ｄ ｓ の 比 率 、 ね じ 有 効 径 Ｄ
ｓ に 対 す る ね じ ピ ッ チ Ｓ ｐ の 比 率 が 、 設 定 ね じ 有 効 径 設 定 係 数 ｋ 、 ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数 ｍ
に 従 っ て 設 定 さ れ て い る の で 、 ね じ 機 構 に よ る ト ル ク － 推 力 変 換 率 が 最 適 値 に な り 、 Ｒ ４
１ ０ 、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン 代 替 冷 媒 を 使 用 す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 等 で 、 弁 開 閉
に 必 要 な 推 力 が 、 モ ー タ 出 力 を 増 加 す る こ と な く 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 の よ う に 、 雌 ね じ 固 定 、 雄 ね じ 回 転 の ね じ 機
構 に よ る も の に 限 ら れ る こ と は な く 、 雌 ね じ 回 転 、 雄 ね じ 固 定 の ね じ 機 構 に よ る 電 動 弁 に
も 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ２ は 、 雌 ね じ 回 転 、 雄 ね じ 固 定 の ね じ 機 構 に よ る 電 動 弁 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 な お
、 図 ２ に お い て 、 図 １ に 対 応 す る 部 分 は 、 図 １ に 付 し た 符 号 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 、 そ の
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-197800 A 2004.7.15



こ の 実 施 形 態 で は 、 ロ ー タ ４ ３ に 雌 ね じ 部 材 ３ １ 、 弁 体 １ ６ が 固 定 接 続 さ れ 、 雄 ね じ 部 ３
３ が 中 空 軸 部 材 で 構 成 さ れ て 固 定 具 ２ ７ に よ っ て 弁 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 実 施 形 態 で は 、 ス テ ー タ エ レ メ ン ト ４ ５ に 駆 動 パ ル ス 信 号 が 与 え ら れ る こ と に よ り 、
パ ル ス 数 に 応 じ て ロ ー タ ４ ３ が 回 転 し 、 こ れ に 伴 い ロ ー タ ４ ３ と 一 体 回 転 す る 雌 ね じ 部 材
３ １ と 固 定 配 置 の 雄 ね じ 部 ３ ３ と の ね じ 係 合 関 係 に よ っ て ロ ー タ ４ ３ が 回 転 し つ つ 軸 線 方
向 に 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 弁 体 １ ６ が 上 下 移 動 し 、 弁 開 閉 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 実 施 形 態 で も 、 雌 ね じ 部 材 ３ １ と 雌 ね じ 部 ３ ３ の ね じ 有 効 径 Ｄ ｓ ＝ ｋ ・ Ｄ ｒ 、 ピ ッ チ
Ｓ ｐ ＝ ｍ ・ Ｄ ｓ 、 ｋ ＝ ０ ． １ ０ ～ ０ ． ２ ５ 、 ｍ ＝ ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ０ で 、 ね じ 機 構 に よ る
ト ル ク － 推 力 変 換 率 が 最 適 値 に な り 、 Ｒ ４ １ ０ 、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン 代 替 冷 媒 を 使 用 す る 冷
凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 等 で 、 弁 開 閉 に 必 要 な 推 力 が 、 モ ー タ 出 力 を 増 加 す る こ と な
く 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 理 解 さ れ る 如 く 、 こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 に よ れ ば 、 ト ル ク と 相 関 性 を 有 す
る ロ ー タ 径 に 対 す る ね じ 機 構 の ね じ 有 効 径 の 比 率 と 、 ね じ 有 効 径 に 対 す る ね じ ピ ッ チ の 比
率 が 、 各 々 設 定 ね じ 有 効 径 設 定 係 数 、 ね じ ピ ッ チ 設 定 係 数 に よ っ て 適 切 に 設 定 さ れ て い る
の で 、 ね じ 機 構 に よ る ト ル ク － 推 力 変 換 率 が 最 適 値 に な り 、 Ｒ ４ １ ０ 、 Ｃ Ｏ 2  等 の フ ロ ン
代 替 冷 媒 を 使 用 す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 電 動 膨 張 弁 等 で 、 弁 開 閉 に 必 要 な 推 力 が 、 モ ー タ
出 力 を 増 加 す る こ と な く 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に よ る 電 動 弁 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 弁 ハ ウ ジ ン グ
１ ３ 　 弁 座 部 材
１ ６ 　 弁 体
１ ８ 　 弁 ホ ル ダ
３ １ 　 雌 ね じ 部 材
３ ３ 　 雄 ね じ 部
４ ０ 　 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
４ １ 　 ロ ー タ 軸
４ ３ 　 ロ ー タ
４ ５ 　 ス テ ー タ エ レ メ ン ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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